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平成14年から続いた戦後最長の景気拡大の中にあっても、本区の工業は、東アジアを中

心とする製造業の海外シフトの進展、工場周辺でのマンション建設の増加などによる操業

環境の悪化、後継者難などの問題から、工場数を減少させてきた（工業統計調査によれば、

平成17年の区内の工場数は約3,800事業所で、５年前から約1,000事業所あまり減少）。

そして今日、原材料価格の高騰や燃料価格の変動、米国の金融危機に端を発する世界的な

景気後退などの影響により、日本経済も景気後退が進んでおり、本区の中小企業をとりま

く社会経済環境はさらに厳しくなっていくものと考えられる。 
 
しかし、すみだには、そのような中にあっても、高度な技術・技能を磨き上げ、また商

品開発力を新たに身につけて“攻め”の事業展開をみせている“フロンティア（開拓者）”

的な企業群の存在がある。その事業展開は、「ＢtoＢを高度化する」、「ＢtoＣに新展開する」
というようにそれぞれ違った方向感を持ってはいるが、どちらもＢtoＢの中で培った「も
のづくりのノウハウ」がベースになっている。これらの企業は着実な経営実績をあげてお

り、従業員等の中から若い後継者を確保している例もある。経営をとりまく厳しい環境に

打ちのめされることなく、この地で脈々と培ってきたものづくりの力を生かして“攻め”

の姿勢に打って出る。これがすみだの中小企業の底力であり、今後の本区の工業のあるべ

き姿を映す鏡である。 
 
本マスタープランの目的は、前マスタープランの成果を受けて、ＢtoＢビジネスで培っ

た「ものづくりのノウハウ」をさらに強化し、“フロンティア企業・人材”（新たな産業分

野を積極的に切り拓く企業・人材）などを核としたネットワークを有効に活用しながら、

「ＢtoＢの高度化」や「ＢtoＣへの展開」といった“フロンティア”的な事業展開の経験
を、区内企業に広めていくことである。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
なお、本マスタープランは、墨田区基本構想、基本計画をふまえて策定・実施するも

のであり、目標期間は平成 20～24年度までの５か年とする。 

マスタープランの目的 

区内外の産業人ネットワークの核となる“フロンティア企業・人材”の輩出  ほか

「ものづくりのノウハウ」をさらに強化し、　“フロンティア企業・人材”を核とした

ネットワークの有効活用（新タワーの活用も含む）により、“フロンティア”的な

事業展開の経験を区内企業へ拡大する

 前マスタープラン
 の成果

 本マスタープラン
 の目的

　“フロンティア企業・人材”の積極的な事業展開
　（ＢtoＢの高度化／ＢtoＣへの展開）

　新タワーのインパクト
　（集客力、情報発信力等）
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“フロンティア”的な企業群の「ものづくりのノウハウ」をベースとした集積・連関構造

は、下図のように示すことができる（ヒアリング調査より整理）。 
 

「ものづくりのノウハウ」をベースとした集積・連関構造 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
① 墨田区の中小企業は、取引先である国内及び海外の製品メーカー、商社、デザイナー
等から試作品、特注品等を受注するタイプの企業が多くなっている。また、受注した

設計図、デザインをもとにして、中小企業が持っている現場経験や実例に裏づけされ

たノウハウ・知恵を活かした、試作品等を製作することを得意としている。 
 
② 受注したケースに応じて、中小企業はノウハウ・知恵とともに顧客ニーズを踏まえた
製品や部品の代替案（設計変更等）を提案することによって、より魅力ある製品や部

品が実現するよう支援している。 
 
③ さらに、製品化された製品･部品の中で、ロット規模の大きい量産品は、墨田区外の
国内あるいは海外の地域での合理的な生産に移行する傾向にあり、こうした量産の後

に消費者へ提供されることとなる。 
 
④ 前記のような製品メーカー、商社、デザイナー等からの依頼に対応したＢtoＢのビジ

墨田区の中小企業の強みと課題 

仕様書

墨田区外地域

提案

仕様書

■社内生産工場

　・小ロット生産

　・中ロット生産

　・大ロット生産

■生産設計

　・デザインの具現化　

　・生産(工程)設計

　・立体構造設計

■製品・部品設計

　・機能設計　

　・デザイン設計

　・素材開発

■試作生産

　・サンプル製品

　・試作部品

■特注生産

　・特注品

■小ロット生産

　・概ね500以下

外部頭脳集団（知識情報）
　・大学研究者、コンサルタント、異業種企業（商社、小売店等）、その他

ものづくり
ノウハウ

ものづくり
ノウハウ

BｔｏB（企業 対 企業）
＜問屋､商社＞

　・衣料関連

　・その他雑貨関連

＜試作開発工場＞

　・金属製品

　・電子機器製品

　・電気機器製品

　・機械製品

＜生産工場＞

　・超精密工場

BｔｏC（企業 対 消費者）
＜OEM製品＞

　・相手ブランド

＜自社ブランド製品＞

　・小売店

　・自社店舗

　・インターネット

墨田区中小企業

□外注（連携）企業

　・同技術､異技術企業

　・異業種企業

■外注（連携）企業

　・小ロット生産

　　→区内

　　→周辺地域

　・中ロット

　　→国内地方圏

　・大ロット

　　→中国など海外

仕様書

標準化

ニーズ

■企画機能
　・製品企画
　・ビジネスモデル

市場・顧客情報
・国内情報、海外情報
　＊小売店、メディア、雰囲気等

新企画品

①
③

③

④

④

④

①

⑤

⑤

※現状では複数の業者が介在しており（３次、４次の取引）、
ダイレクトに市場情報につながるのは難しい

①② ＢｔｏＢのビジネスモデル（試作、設計提案）
③合理的生産体制（ＱＣＤ※の確保）
④ＢｔｏＣのビジネスモデルへの展開
⑤新しい展開を支える外部ネットワークの活用

※Ｑ：品質、Ｃ：コスト、Ｄ：納期

②

仕様書

墨田区外地域

提案

仕様書

■社内生産工場

　・小ロット生産

　・中ロット生産

　・大ロット生産

■生産設計

　・デザインの具現化　

　・生産(工程)設計

　・立体構造設計

■製品・部品設計

　・機能設計　

　・デザイン設計

　・素材開発

■試作生産

　・サンプル製品

　・試作部品

■特注生産

　・特注品

■小ロット生産

　・概ね500以下

外部頭脳集団（知識情報）
　・大学研究者、コンサルタント、異業種企業（商社、小売店等）、その他

ものづくり
ノウハウ

ものづくり
ノウハウ

BｔｏB（企業 対 企業）
＜問屋､商社＞

　・衣料関連

　・その他雑貨関連

＜試作開発工場＞

　・金属製品

　・電子機器製品

　・電気機器製品

　・機械製品

＜生産工場＞

　・超精密工場

BｔｏC（企業 対 消費者）
＜OEM製品＞

　・相手ブランド

＜自社ブランド製品＞

　・小売店

　・自社店舗

　・インターネット

墨田区中小企業

□外注（連携）企業

　・同技術､異技術企業

　・異業種企業

■外注（連携）企業

　・小ロット生産

　　→区内

　　→周辺地域

　・中ロット

　　→国内地方圏

　・大ロット

　　→中国など海外

仕様書

標準化

ニーズ

■企画機能
　・製品企画
　・ビジネスモデル

市場・顧客情報
・国内情報、海外情報
　＊小売店、メディア、雰囲気等

新企画品

①
③

③

④

④

④

①

⑤

⑤

※現状では複数の業者が介在しており（３次、４次の取引）、
ダイレクトに市場情報につながるのは難しい

①② ＢｔｏＢのビジネスモデル（試作、設計提案）
③合理的生産体制（ＱＣＤ※の確保）
④ＢｔｏＣのビジネスモデルへの展開
⑤新しい展開を支える外部ネットワークの活用

※Ｑ：品質、Ｃ：コスト、Ｄ：納期

②
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ネスモデルを基本としながら、一部の企業は直接的に顧客ニーズを踏まえたＢtoＣの
ビジネスモデルへと展開している。 

 
⑤ ＢtoＣのビジネスモデルでは、ブランド戦略、販路開拓等、ＢtoＢでは経験すること
の少ないテーマが検討課題となり、こうした点に対する中小企業の自助努力とともに、

知的産業分野や販路保有企業、大学等の外部組織との連携や、企業の経験値の向上に

結びつくような事業の推進等の適切な公的支援が求められる。 
 
このような集積・連関構造の特徴から、本マスタープランでは、本区の中小企業の最

大の強みを次のように捉える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

墨田区の中小企業の強みと課題（整理） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 「製品化スキル」とは、中小企業の現場の技術者・技能者が日々の業務で蓄積した「モ

ノづくりのノウハウや知恵」を基盤に、製品や部品の顧客ニーズなどを考慮しつつ、

取引先から提供される「設計図やデザインなどを具体的な形にする能力」 
 

○ また、その過程においては、魅力あるモノづくり実現のために、設計図・デザインの

取引先との共同開発、取引先への設計変更提案などを行うこともある。 
 

▲ 一方で、「製品化スキル」を裏づける生産現場において、技術・技能を継承する若い人

材が確保できず高齢化が進んでいるという実態があり、これをどう維持・強化してい

くかが重要な課題である。 

墨田区の中小企業の最大の強みは･･･『製品化スキル』 

①BｔｏBを支える製品化スキルの集積と現場の高齢化

■墨田区中小企業■発注企業

□製品化スキル

・試作スキル

　→発注情報と現場ノウハウの融合

・生産設計スキル

　→現場ノウハウを踏まえた提案

□生産現場のノウハウ

・経験的感、勘所

・数値化できない情報

・現場のデザイン感性

□発注企業との近接性

　・商社、問屋、小売店
　・試作開発工場
　

□発注企業の仕様書

　・ラフなデザイン
　・曖昧な図面

　

□生産設計
・デザインの具現化　

・生産(工程)設計
・立体構造設計
□製品・部品設計

・機能設計　
・デザイン設計

・素材開発

②多様な中小企業、多様な人材の集積の深化と広域化

■多様な中小企業
□技術（機械加工、プレス、成形、メッキ、編み・縫製、漉皮等）
□業種（機械、金属、繊維、衣服、樹脂、皮革等）
□産業（製造業、小売業、卸売業、流通業、サービス業等）

□業態（加工・設計・開発、BｔｏB/BｔｏC等）
□規模（3人以下、４～10人、11～30人、31～100人、101人以上）

■多様な人材
□W&Bカラー（研究者、技術者、デザイナー、生産工程、販売等）

□職位（社長等の意思決定者）
□年齢（20最以下、20～60歳、60歳以上）□所得（高額所得者等）

③その他
　　　　
■強み
　□経営者の世代交代（「やる気」のある経営者）
　□都心とのアクセス（半蔵門線ほか）

　□新タワー（全国、世界的注目）

■弱み
　▲工場施設の老朽化
　▲工場の拡張難、住工混在（⇔都心近接、多様な集積）

　

集積の
広域展開と深化
（多様な連携）

▲製品化スキルを土台にした新市場創造力の弱さ

▲現場の高齢化

　（技術・技能継承者の不足）

▲工場の広域立地（外縁シフト）
　 に伴う区内集積の希薄化

■集積の深化
　・受発注など取引関係の高まり
　・多様な人材の交流と相互触発
　・行政、大学等との連携

■集積の広域化
　・墨田区周辺地域との連携
　・首都圏、地方圏との連携

　・中国等アジア圏との連携

「集中」

から
「集積」へ

①BｔｏBを支える製品化スキルの集積と現場の高齢化

■墨田区中小企業■発注企業

□製品化スキル

・試作スキル

　→発注情報と現場ノウハウの融合

・生産設計スキル

　→現場ノウハウを踏まえた提案

□生産現場のノウハウ

・経験的感、勘所

・数値化できない情報

・現場のデザイン感性

□発注企業との近接性

　・商社、問屋、小売店
　・試作開発工場
　

□発注企業の仕様書

　・ラフなデザイン
　・曖昧な図面

　

□生産設計
・デザインの具現化　

・生産(工程)設計
・立体構造設計
□製品・部品設計

・機能設計　
・デザイン設計

・素材開発

②多様な中小企業、多様な人材の集積の深化と広域化

■多様な中小企業
□技術（機械加工、プレス、成形、メッキ、編み・縫製、漉皮等）
□業種（機械、金属、繊維、衣服、樹脂、皮革等）
□産業（製造業、小売業、卸売業、流通業、サービス業等）

□業態（加工・設計・開発、BｔｏB/BｔｏC等）
□規模（3人以下、４～10人、11～30人、31～100人、101人以上）

■多様な人材
□W&Bカラー（研究者、技術者、デザイナー、生産工程、販売等）

□職位（社長等の意思決定者）
□年齢（20最以下、20～60歳、60歳以上）□所得（高額所得者等）

③その他
　　　　
■強み
　□経営者の世代交代（「やる気」のある経営者）
　□都心とのアクセス（半蔵門線ほか）

　□新タワー（全国、世界的注目）

■弱み
　▲工場施設の老朽化
　▲工場の拡張難、住工混在（⇔都心近接、多様な集積）

　

集積の
広域展開と深化
（多様な連携）

▲製品化スキルを土台にした新市場創造力の弱さ

▲現場の高齢化

　（技術・技能継承者の不足）

▲工場の広域立地（外縁シフト）
　 に伴う区内集積の希薄化

■集積の深化
　・受発注など取引関係の高まり
　・多様な人材の交流と相互触発
　・行政、大学等との連携

■集積の広域化
　・墨田区周辺地域との連携
　・首都圏、地方圏との連携

　・中国等アジア圏との連携

「集中」

から
「集積」へ
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墨田区の中小企業の強みと課題を踏まえ、これからの５年間で墨田区の工業が進むべき

目標像を次のように設定する。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

墨田区の工業の目標像 

○ これからのすみだの工業は、高機能・感性・創造性といった付加価値が求められ

るものづくりニーズを集約的にひきつける「ゲートウェイ」を目指していく。 

○ その磁力のもとはすみだの中小企業の「製品化スキル」。ポイントは、これを維持

するだけでなく、「ネットワーク」を通して新しいものづくりニーズとの接点を広

げ、それに対応する経験を重ねて「製品化スキル」を高めていくこと。 

○ それにより「製品化スキル」の磁力が強まり、さらに新しい集積力が醸成されて、

日本・世界の多様なものづくりニーズを強力にひきつけていく。 

【墨田区の工業の目標像】

　　　日本・世界のものづくりのゲートウェイ　すみだ　
　～創造性をかたちにする製品化スキル（ノウハウと知恵）が集まるまち～

　　　→生産現場のノウハウと知恵が集積するまち
　　　
　　　→製品化スキルと市場ニーズ（要求）、知のシーズ（種）との
　　　　　合体により新しい価値を創造するまち
　　　
　　　→多様な業種・業態、技術・技能をもつ中小企業、人材の
　　　　 集積が深まり、広域化するまち
　　　

新タワーのインパクト
（全国～世界に向けた情報発信力）

製品化スキルの集積

生産現場の高齢化
（技術・技能継承者の不足）

工場の広域立地に伴う
区内集積の希薄化

多様な中小企業、人材の集積
（墨田区内＋周辺地域）

工場の拡張難、住工混在

市場との近接性
（都心近接立地）

【墨田区の工業の目標像】

　　　日本・世界のものづくりのゲートウェイ　すみだ　
　～創造性をかたちにする製品化スキル（ノウハウと知恵）が集まるまち～

　　　→生産現場のノウハウと知恵が集積するまち
　　　
　　　→製品化スキルと市場ニーズ（要求）、知のシーズ（種）との
　　　　　合体により新しい価値を創造するまち
　　　
　　　→多様な業種・業態、技術・技能をもつ中小企業、人材の
　　　　 集積が深まり、広域化するまち
　　　

新タワーのインパクト
（全国～世界に向けた情報発信力）

製品化スキルの集積

生産現場の高齢化
（技術・技能継承者の不足）

工場の広域立地に伴う
区内集積の希薄化

多様な中小企業、人材の集積
（墨田区内＋周辺地域）

工場の拡張難、住工混在

市場との近接性
（都心近接立地）

生産の海外展開

生産の全国展開（ﾌﾛﾝﾃｨｱ人材交流等）

周辺地域
での生産

試作～小ロット
（短納期）

中ロット大ロット

墨田区工業

製品化スキル
（ﾉｳﾊｳ＋知恵）

ものづくりの広域連携

総武線、東武線、
京成線沿線等

市場価値の創出市場価値の具現化（ＱＣＤの確保）

東京圏

世界

全国

も
の
づ
く
り
ニ
ー
ズ
の
広
域
化

小売の場のニーズ

卸売
（商社等）

小売 消費者

新
タ
ワ
ー

生活者・デザイナー等

製造

BtoBビジネス BtoCビジネス

展示・PR

設計力 企画・デザイン力

「ものづくり」のニーズの段階

標準的機能・コスト 高機能・感性・
創造性

Ｑ：品質、Ｃ：コスト、Ｄ：納期

生産の海外展開

生産の全国展開（ﾌﾛﾝﾃｨｱ人材交流等）

周辺地域
での生産

試作～小ロット
（短納期）

中ロット大ロット

墨田区工業

製品化スキル
（ﾉｳﾊｳ＋知恵）

ものづくりの広域連携

総武線、東武線、
京成線沿線等

市場価値の創出市場価値の具現化（ＱＣＤの確保）

東京圏

世界

全国

も
の
づ
く
り
ニ
ー
ズ
の
広
域
化

小売の場のニーズ

卸売
（商社等）

小売 消費者

新
タ
ワ
ー

生活者・デザイナー等

製造

BtoBビジネス BtoCビジネス

展示・PR

設計力 企画・デザイン力

「ものづくり」のニーズの段階

標準的機能・コスト 高機能・感性・
創造性

Ｑ：品質、Ｃ：コスト、Ｄ：納期

注）ＢtoＢ（Business to Business；企業間取引） 

ＢtoＣ（Business to Consumer；一般消費者向けの取引） 
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この目標を実現するために、本マスタープランでは３つの基本戦略を立て（戦略Ⅰ）、同

プランと連動して進めている「すみだ地域ブランド戦略」（戦略Ⅱ）と連携させながら、日

本・世界のものづくりゲートウェイとして区内の工業の振興を図っていく。 

 

 

 

すみだのものづくり企業の最大の強みである「製品化スキル」（ノウハウと知恵）を保ち、

磨くために、技術・技能の維持・向上を図るとともに、その「製品化スキル」を生かして

ＢtoＣのビジネスモデルにチャレンジする、またはＢtoＢの高度化を進めるための企画・
デザイン力、製品開発力を強化する。また、グローバル競争、地球環境時代において中小

企業に求められる企業経営の基礎的条件の整備を図る。 
【施策の柱】 

○ 墨田区ものづくり企業の強さの源(みなもと)＝“製品化スキル”の維持・向上 

○“製品化スキル”を土台に新市場を創造する企画・デザイン力、製品開発力の強化 

○ グローバル競争、地球環境時代に生き残る企業経営の基礎的条件の整備 

 

 

 

すみだの「製品化スキル」を市場にあるさまざまなものづくりニーズや広域的なものづ

くり連携につなげていくためのネットワーク力を強化する。また、その一環として、新タ

ワーの情報発信力や集客力を活用して、区内企業の“フロンティア”的な事業展開を後押

しする拠点機能の構築を図る。 
【施策の柱】 

○ 企業が求める情報を効果的につなぐ情報ネットワーク力の強化 

○ 異分野、広域的な交流から新しい情報につながる人的ネットワーク力の強化 

○ ビジネスとネットワークをつなぐ企業間調整機能の強化 

 

 

 

「ネットワーク」を通してすみだの「製品化スキル」を市場のものづくりニーズや知の

シーズとつなげ、「ＢtoＢの高度化」や「ＢtoＣへのチャレンジ」といった“フロンティア”
的な事業展開の経験を区内企業に広める。また、新タワーの建設を誘因として、新商品開

発や新規事業の展開、さらには、知的産業など区内への新たな企業立地を促進する。 
【施策の柱】 

○ 墨田区のものづくり集積とつながる知的産業分野の企業誘致、創業促進 

○ 創造的なものづくりの価値を市場に提案する新ビジネスの創出 

○ 市場ニーズ／社会ニーズから新しい市場価値を創出する新ビジネスの創造 

 

目標実現の基本戦略 

基本戦略①： 個々の企業の基礎体力強化 

基本戦略②： 中小企業・人のネットワーク力強化 

基本戦略③： 新たな企業集積創造 
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墨田区基本構想における「すみだ」の協治（ガバナンス）・協働の考え方を踏まえて、本

マスタープランの運用を図っていく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
具体的な事業創造の経験を積み重ねる中で、ネットワーク内にノウハウが蓄積され、

ネットワークの力が高まるとともに、それを活用する個々の企業の事業展開力も高まる。

そうした経験値の向上と成果を図るため、本計画にはすみだ独自の指標を設定するとと

もに、墨田区行政評価制度を参考として、定期的に評価し、その結果をプランの運営に

積極的に反映させていく。 

施策の中で、数値化できるものについては、目標数値を設定して評価を行う。また、

数値目標が設定困難な施策については、対象企業にヒアリングやアンケート調査等によ

る評価を行う。 

本マスタープランの運用 

ネットワーク力の高まり
個々の企業の

事業展開力の高まり企業集積の形成

経験の積み重ね　　　　　　　　　　　目標指標／成果評価
○ 経験値の向上と成果

　　　を図る指標の設定と
　　　評価

個々の企業

主体的活用

中小企業
センター

墨田区 コア企業
ネットワーク

（基盤）

ＫＦＣ等 大学等

行政と個々の企業が協働して、

ネットワークの活用による

新事業展開の経験値を上げていく

ＢｔｏＢを高度化したい
ＢｔｏＣにチャレンジしたい

　　　　　１．基礎体力強化
○ 製品化スキルの維持・向上

○ 企画・デザイン力、製品開発力の強化

○ 企業経営の基礎的条件整備２．ネットワーク力

　　強化
○ 情報ネットワーク

○ 人的ネットワーク
○ 企業間調整機能

　　　　　３．新たな企業集積創造
○ 知的産業分野の企業誘致、創業促進

○ 創造的なものづくりビジネスの創出

○ 市場ニーズ/社会ニーズ志向型ものづくり
　　 ビジネスの創造

※ネットワークは個々の企業の事業展開を
支える「基盤」 であり、事業の成功を保証
するものではない 産業分野での

協治（ｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ）

地域（産業）ブランド戦略

○ゲートウェイ　すみだのＰＲ
　　　 メディア戦略、新タワー活用、

３Ｍ運動との連動　等

ネットワーク力の高まり
個々の企業の

事業展開力の高まり企業集積の形成

経験の積み重ね　　　　　　　　　　　目標指標／成果評価
○ 経験値の向上と成果

　　　を図る指標の設定と
　　　評価

個々の企業

主体的活用

中小企業
センター

墨田区 コア企業
ネットワーク

（基盤）

ＫＦＣ等 大学等

行政と個々の企業が協働して、

ネットワークの活用による

新事業展開の経験値を上げていく

ＢｔｏＢを高度化したい
ＢｔｏＣにチャレンジしたい

　　　　　１．基礎体力強化
○ 製品化スキルの維持・向上

○ 企画・デザイン力、製品開発力の強化

○ 企業経営の基礎的条件整備２．ネットワーク力

　　強化
○ 情報ネットワーク

○ 人的ネットワーク
○ 企業間調整機能

　　　　　３．新たな企業集積創造
○ 知的産業分野の企業誘致、創業促進

○ 創造的なものづくりビジネスの創出

○ 市場ニーズ/社会ニーズ志向型ものづくり
　　 ビジネスの創造

※ネットワークは個々の企業の事業展開を
支える「基盤」 であり、事業の成功を保証
するものではない 産業分野での

協治（ｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ）

地域（産業）ブランド戦略

○ゲートウェイ　すみだのＰＲ
　　　 メディア戦略、新タワー活用、

３Ｍ運動との連動　等

○ 産業分野における協治（ガバナンス）とは、「行政と、自社及び区の産業を積極的
に動かそうとするコア企業・人材が、それぞれ果たすべき責任と役割を自覚しなが

ら、共に考え、行動するネットワーク」とする。 
 
○ 産業分野における協働とは、産業分野における協治（ガバナンス）が「産業を積極
的に動かそうとするネットワーク」（仕組み）に主眼をおくものであるのに対し、「協

働」は、事業実施を行うネットワーク間で協力して、課題や問題を解決すること（手

段）に主眼をおくものとする。 
 
○ つまり、産業分野における協治（ガバナンス）・協働とは、個々の企業と支援施策
主体が、それぞれの役割のもとに事業創造に取り組み、協働していく中で墨田区の

工業振興を図っていくこと。 



新・工業振興マスタープランの施策体系 

 
※企業の経営資源の調達・活用方法、 

企業集積の形成プロセスの観点からの 

施策メニューの組み立て 

 
 

 

7-8 

人材（技術者等） 設備・施設 資　金 経営力

１．技術・技能者の確保、採用支援
　及び次世代を継承するものづくり
　人材の育成支援
２．若手技術・技能者の育成支援

３．測定機器の導入・活用支援
４．工場の老朽化対策

５．技術高度化設備導入への支援 ６．製品化スキルの教育ビジネス化
　　支援

７．区内のデザイナー・クリエイター
　等知的産業とものづくり企業の
　連携促進
８．全国的なものづくりデザインコン
　テストの実施

９．新事業展開における経営戦略
　　支援
10．製品化スキルのＰＲ、販路開拓
　　拠点としての観光プラザ（仮称）
　　の開設・運営
11．製品化スキルをＰＲするものづく
　　り観光の推進

12．セーフティネット施策群 13．生産管理等の経営合理化支援
14．ＩＳＯ等国際規格の取得支援
15．事業継続マネジメント（ＢＣＭ）
　　の導入支援

情報の収集・蓄積 情報の探索・つなぎ ネットワークを活用した事業化

16．企業巡回相談の強化
17．知的産業・支援機関・大学等との連携強化
18．地域及び広域の産業人ネットワークとの連携
19．創造的ものづくりビジネス支援事業との連携

20．中小企業データベースの活用支援
21．マッチング支援の強化

22．フロンティアすみだ塾の発展支援
23．すみだものづくり企業大賞受賞企業、
　　すみだマイスター等のネットワーク化支援
24．全国の経営塾等とのネットワーク化支援
25．全国の産業都市との交流及び販路利用支援

26．共同受注ネットワークの組織化支援
27．共同受注ウェブサイト「すみだ製品化スキル・
　　ネット（仮称）」の構築

新規企業の誘致・創業 既存企業との連携促進 企業間連携による新事業創造

28．企業の誘致促進
29．デザイナー・クリエイター等知的産業の誘致
　　促進
30．クリエイティブスタジオに対する運営支援
31．新規創業等への家賃等助成と経営支援
32．インキュベーション後企業のセカンド・サード
　　ステージ支援

33．誘致・創業企業のものづくり企業との連携
　　ニーズ・課題の把握
34．連携ニーズに対するものづくり企業の対応力
　　強化支援
35．誘致・創業企業とものづくり企業の連携促進

36．創造的ものづくりビジネス支援事業
　　　　　　　　　　　　　　　　（経験事業の推進）

37．先進的市場ニーズ対応型のものづくり
　　ビジネス・製品創造事業（経験事業の推進）
38．地域社会ニーズ解決型のものづくり
　　ビジネス・製品創造事業（経験事業の推進）

目標

日
本

、
世
界
の
も
の
づ
く
り
の
ゲ
ー
ト
ウ

ェ
イ
　
す
み
だ

〜

創

造

性

を
か

た

ち

に

す

る
製

品

化

ス

キ
ル

（
ノ

ウ

ハ

ウ
と

知

恵

）
が

集
ま

る

ま

ち
〜

新

産

業

構

築

の

基

盤

を

つ

く

る

協
治

（
ガ
バ
ナ
ン
ス

）
の
構
築

１ 個々の中小企業の
基礎体力強化

製品化スキル（ノウハウと知恵）
を保ち、磨く

２ 中小企業・人の
ネットワーク力強化

市場展開力を強化する
ものづくり連携を拡充する

３ 新たな
企業集積創造

日本、世界の創造的なものづくり
を支える新しい産業集積をつくる

マスタープラン戦略Ⅰ

新タワー（東京スカイツリー）のインパクト

地
域

（
産
業

）
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
の
推
進

（
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
・
Ｐ
Ｒ

）

戦略Ⅱ

＋

墨田区ものづくり企業の強さの源＝
“製品化スキル”の維持・向上

“製品化スキル”を土台に新市場を
創造する企画・デザイン力、製品開発
力の強化

グローバル競争、地球環境時代に生き
残る企業経営の基礎的条件の整備

企業が求める情報を効果的につなぐ
情報ネットワーク力の強化

異分野、広域的な交流から新しい情報
につながる人的ネットワーク力の強化

ビジネスとネットワークをつなぐ企業間
調整機能の強化

墨田区のものづくり集積とつながる
知的産業分野の企業誘致・創業促進

創造的なものづくりの価値を市場に
提案する新ビジネスの創出

市場ニーズ／社会ニーズから新しい
市場価値を創出する新ビジネスの創造

目標指標
成果評価

企業内部の経営資源

外部資源の調達～事業化推進の場

企業集積の形成
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墨田区の工業の目標像『日本・世界のものづくりのゲートウェイ すみだ』をこれから

の５年間で実現していくために、38の振興施策を効果的に組み合わせながら推進していく。 
 
 
 
 
 
 
 

振興施策の重点的展開 

◎ 振興施策の重点プロジェクト 

 

① 製品化スキルを支援するネットワークの HUB 機能の強化 

◆ フロンティア企業・人材を中心としたネットワークの HUB 機能の強化 

◆ 製品化スキルの支援拠点及びネットワークの HUB としての 

すみだ中小企業センターの機能強化 

 

② ネットワークを活用した製品化スキルの強化 

◆ 製品化スキルを生かした、より付加価値の高い事業展開を図るための 

経験事業の推進 

◆ 製品化スキルを支える人材の確保、育成 

 

③ 新タワーのインパクトを活用した製品化スキルのプロモーションの推進 

 

生産の海外展開

生産の全国展開（ﾌﾛﾝﾃｨｱ人材交流等）

周辺地域
での生産

試作～小ロット
（短納期）

中ロット大ロット

墨田区工業

製品化スキル
（ﾉｳﾊｳ＋知恵）

ものづくりの広域連携

総武線、東武線、
京成線沿線等

市場価値の創出市場価値の具現化（ＱＣＤの確保）

東京圏

世界

全国

も
の
づ
く
り
ニ
ー
ズ
の
広
域
化

小売の場のニーズ

卸売
（商社等）

小売 消費者

新
タ
ワ
ー

生活者・デザイナー等

製造

BtoBビジネス BtoCビジネス

展示・PR

設計力 企画・デザイン力

「ものづくり」のニーズの段階

標準的機能・コスト 高機能・感性・
創造性

Ｑ：品質、Ｃ：コスト、Ｄ：納期

生産の海外展開

生産の全国展開（ﾌﾛﾝﾃｨｱ人材交流等）

周辺地域
での生産

試作～小ロット
（短納期）

中ロット大ロット

墨田区工業

製品化スキル
（ﾉｳﾊｳ＋知恵）

ものづくりの広域連携

総武線、東武線、
京成線沿線等

市場価値の創出市場価値の具現化（ＱＣＤの確保）

東京圏

世界

全国

も
の
づ
く
り
ニ
ー
ズ
の
広
域
化

小売の場のニーズ

卸売
（商社等）

小売 消費者

新
タ
ワ
ー

生活者・デザイナー等

製造

BtoBビジネス BtoCビジネス

展示・PR

設計力 企画・デザイン力

「ものづくり」のニーズの段階

標準的機能・コスト 高機能・感性・
創造性

Ｑ：品質、Ｃ：コスト、Ｄ：納期

日本・世界のものづくりのゲートウェイ すみだ 

“ゲートウェイ すみだ” 

製品化スキル（翻訳機能） ネットワーク（交流促進機能） 

・ 日本・世界の多様なものづくりニーズ

を引きつけていく“磁力” 

・ より付加価値の高い事業展開を図る

中で、製品化スキルを磨き上げていく 

・ 製品化スキルを生かしたより付加価値の高い事業展開

を支援する、ネットワーク（特にHUB機能）の強化を図る 

・ 新タワー等を活用して、製品化スキルのプロモーション

を進め、対外的な認知を広める 
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① 製品化スキルを支援するネットワークのHUB機能の強化 

◆ フロンティア企業・人材を中心としたネットワークのHUB機能の強化 
ネットワークの HUB 機能として、最も重要な役割を担うと期待されるのが“フロン
ティア人材・企業”である。フロンティアすみだ塾の塾生・OBを中心とした意欲のある
若手産業人、すみだものづくり企業大賞受賞企業やすみだマイスター等の HUB となる
主体をつなぎ合わせて情報・人的交流の活発化、蓄積を図り、製品化スキルを生かした

ビジネス創出等を支援するネットワークの機能を高める。ネットワークを継続的、実効

的に運営するためには、専任の人材を配置したコア組織が必要不可欠であり、その体制

構築を進める。 
また、ネットワークを活用したビジネス創出の先導的な取り組みとして、「製品化スキ

ル」を看板に商品企画・設計～試作～量産設計までを一括受注する新しい共同受注ネッ

トワークの組織化に取り組む。共同受注ネットワークの運営には、一本化された窓口と

専任のコーディネーター（第３者）が必要であり、ウェブサイト「すみだ製品化スキル・

ネット（仮称）」の構築と、上記コア組織による運営体制づくりを進める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＜活用する施策群＞
   22．フロンティアすみだ塾の発展支援
   23．すみだものづくり企業大賞受賞企業、すみだマイスター等のネットワーク化支援
   24．全国の経営塾等とのネットワーク化支援
   25．全国の産業都市との交流及び販路利用支援
　 26．共同受注ネットワークの組織化支援
　 27．共同受注ウェブサイト「すみだ製品化スキル・ネット（仮称）」の構築　　　等

民間と行政の連携によるネットワークの組織化
（全国的ネットワークのコア組織づくり）

ネットワークを活用した
ビジネスの創出

（共同受注、製品開発、販路開拓等）

継続的な交流による
情報、人脈の蓄積

H21

H23

〜

〜

H22

フロンティア企業・人材を中心としたネットワーク

フロンティアすみだ塾生・ＯＢ
及び区内若手産業人

フロンティア企業

全国の経営塾等

TASKプロジェクト等

フロンティア人材交流
（全国～海外の産業都市）

コア組織

ネットワーク

共
同
受
注

（
シ
ス
テ
ム
構
築

）
メーカーの開発・設計部門等

が集積する都心等

商品開発のものづくりニーズ
（企画・設計～試作～量産設計）

区内

全国・海外
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◆ 製品化スキルの支援拠点及びネットワークのHUBとしてのすみだ中小企業センターの

機能強化 

ネットワークのもう一つの重要で有用なHUB機能を担うのは、これまで 20年以上に
わたり区の中小企業を支援してきた「すみだ中小企業センター」である。フロンティア

人材・企業が共同受注等のビジネス創出に直結した HUB 機能の役割を担うのに対し、
すみだ中小企業センターは、製品化スキルの支援やネットワーク活用の玄関口としての

データベース提供等、よりベースの部分のHUBの役割を担う。こうしたHUB機能とし
てのセンターのあり方をさらに強化し、新タワーでの観光プラザ（仮称）の開設・運営

も含めて、その体制構築を進める。 
 

 
 
 

＜活用する施策群＞
     2．若手技術・技能者の育成支援（社内OJT、社会的技術継承等）
　 10．製品化スキルのＰＲ、販路開拓拠点としての観光プラザ（仮称）の開設・運営
   13．生産管理等の経営合理化支援
   16．企業巡回相談の強化
   17．知的産業・支援機関・大学等との連携強化
   18．地域及び広域の産業人ネットワークとの連携
   19．創造的ものづくりビジネス支援事業との連携
　 20．中小企業データベースの活用支援
　 21．マッチング支援の強化　　　等

企業巡回相談の強化による企業の経営実態及び連携ニーズ等の把握
地域及び広域の産業人ネットワーク等の中での連携シーズの把握

マッチング支援
の強化

中小企業データベースの機能強化

H21

H22

〜

フロンティア企業・
人材との
連携強化

製品化スキルの維持・向上に向けた
支援機能の強化

製品化スキルの全国から海外に向けた
プロモーション活動の推進
（新タワーでのPR・販売拠点）

  コンテンツの充実化、
  使いやすさの向上　等

H2３

すみだ中小企業センターの機能

製品化スキルの
プロモーション活動拠点

製品化スキルの支援拠点

ネットワーク上での
マッチング

ネットワークのデータベース
【製品化スキルの軸】

【ネットワークの軸】

HUB機能

新タワー（東京スカイツリー）
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② ネットワークの活用による製品化スキルの強化 

◆ 製品化スキルを生かした、より付加価値の高い事業展開を図るための経験事業の推進 

ネットワークのようなソフトな基盤は、ハードな基盤（償却資産）と違って、利用す

ればするほど経験値が蓄積され、その機能が強化されていく。フロンティア企業・人材、

すみだ中小企業センターをはじめとする HUB 機能が強化された墨田区工業のネットワ
ークを活用して、個々の企業が独自の製品化スキルを生かしたビジネス創出の経験を積

むとともに、その過程を通じてネットワーク内にノウハウを蓄積し、その機能＝個々の

企業のニーズに応じた最適な情報やパートナーを探索し、つなぐ力（正確さ、スピード、

ねばり強さ等）を高めていく。 
 

 
 
 
 

 
 

＜活用する施策群＞
    6．製品化スキルの教育ビジネス化支援
    7．区内のデザイナー・クリエイター等知的産業とものづくり企業の連携促進
    8．全国的なものづくりデザインコンテストの実施
  27．共同受注ウェブサイト「すみだ製品化スキル・ネット（仮称）」の構築
  36．創造的ものづくりビジネス支援事業
  37．先進的市場ニーズ対応型のものづくりビジネス・製品創造事業
　38．地域社会ニーズ解決型のものづくりビジネス・製品創造事業　   等

行政主導による経験事業の推進～成功モデルづくり
（デザイン力を活かしたものづくり産業支援事業等の発展）

新タワー等を拠点とした
製品化スキルのプロモーション活動

との連携

製品化スキルをもつ企業主体による
ネットワークを活用した新事業展開の

取り組み促進
（BtoBの高度化、BtoCへの展開など）

H23

〜

H21

〜

H22

ネットワークの活用による製品化スキルの強化（イメージ）

全国の経営塾等、産業都市交流、TASKプロジェクト等

連携 フロンティア
企業・人材

ネットワーク

ＰＲ、販路活用等 コア組織

墨田区、
中小企業
センター

その他
HUB

連携

新タワー

共同受注

独自の製品化スキルの確立
（内部の経営資源） 外部の経営資源の取込み等

製品化スキルの強化／より付加価値の高い事業展開

目的に応じたHUBの活用
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◆ 製品化スキルを支える人材の確保、育成 

前記の“経験事業”は、墨田区工業の「製品化スキル」を担うフロンティア的な企業

にスポットライトを当てたものだが、その一方で、多くの中小企業においてものづくり

技術を支える人材が不足しており、その継承が難しくなってきているという現実もある。

これに手を打たずにそのままにしておくと、墨田区工業の最大の強みである「製品化ス

キル」を維持することさえ困難になり、工業振興の核がなくなってしまう。墨田区工業

の最大の強みは、また最大の課題を抱えるという表裏一体の関係にあり、経験事業とい

う“攻め”の施策展開とともに、その下支えを図るという“守り”との両輪による施策

展開が必要不可欠である。 
ものづくり技術の継承問題や現在の景気後退等による経営難といった問題を抱えつつ

も、今後も積極的な事業展開を図っていきたいという意欲をもつ中小企業を対象に、そ

のベースとなる独自の製品化スキルを確立するまでの取り組みを支援する。 
 
 
 
 
 

＜活用する施策群＞
     1．技術・技能者の確保、採用支援（長期インターンシップ等）
　　  　及び次世代を継承するものづくり人材の育成支援
     2．若手技術・技能者の育成支援（社内OJT、社会的技術継承等）
     4．工場の老朽化対策（若手人材が働きたくなる環境づくり）
　   5．技術高度化設備導入への支援（融資等）
   12．セーフティネット施策群（融資・保証等）
   13．生産管理等の経営合理化支援
　 14．ＩＳＯ等国際規格の取得支援
　 15．事業継続マネジメント（ＢＣＭ）の導入支援
 　16．企業巡回相談の強化　　　等

企業巡回相談（すみだ中小企業センター）の強化による
製品化スキルの支援ニーズの把握

現在の景気後退等による経営難を
乗り切るための経営支援

製品化スキルを支える人材の
確保、育成支援

H21

〜
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③ 新タワーのインパクトを活用した製品化スキルのプロモーションの推進 

HUBを中心にネットワークの機能を強化し、それを活用した新製品開発・新事業創造
（BtoBの高度化、BtoCへの展開等）の経験を積み重ねていくと、墨田区工業の強みで
ある「製品化スキル」がより磨き上げられ、新しい集積力が醸成されていく。目標像で

ある「ゲートウェイ すみだ」は、その製品化スキルや集積力が強力な“磁力”となっ

て、日本・世界の多様なものづくりニーズを引きつけていくことを目指している。 
そのためには「製品化スキル」を生かしてどういうものづくりニーズに対応していく

のかというマーケティング～それにもとづいた商品・技術開発～そのＰＲ・販売促進ま

でを総合的に行うプロモーション活動が重要であり、地域ブランド戦略のもと、展示・

ＰＲ、販売促進、観光との連携等をメディアの活用も含めて積極的に進めていく。特に、

平成 24（2012）年に開業する新タワー（東京スカイツリー）は、そのメディア性、集客
性、購買誘発性で墨田区と全国・世界をつなぐことが期待され、その積極的な活用を図

る。具体的には新タワー施設内に、墨田区のものづくりを展示・ＰＲし、メイド・イン・

すみだの商品を販売する拠点（観光プラザ（仮称））の確保を進めるとともに、その運営

体制を構築していく。 
 

 
 
 
 
 

＜活用する施策群＞
     8．全国的なデザインコンテストの実施
   10．製品化スキルのＰＲ、販路開拓拠点としての観光プラザ（仮称）の開設・運営
　 11．製品化スキルをＰＲするものづくり観光の推進
　 36．創造的ものづくりビジネス支援事業
   37．先進的市場ニーズ対応型のものづくりビジネス・製品創造事業
　 38．地域社会ニーズ解決型のものづくりビジネス・製品創造事業　   等

製品化スキルを生かした
商品開発の取り組み
（経験事業の推進等）

製品化スキルのＰＲ
（BtoB企業の技術・製品等）

H21

〜

新タワー等を拠点とした
製品化スキルのプロモーション活動

ものづくり観光の推進

H22

H23

〜

地域ブランド戦略を中心とした製品化スキルのプロモーション展開

地域ブランド戦略

新タワー

製品化スキルのプロモーション

メイド・イン・すみだ
製品の販売・ＰＲ

ものづくり観光の推進
（産業観光）

ものづくり技術力のＰＲ
（試作力、設計力等）

ものづくりコラボレーション
による商品開発



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新・墨田区工業振興マスタープラン【概要版】 

 
平成 21（2009）年 3月 

 
■ 編集・発行 
墨田区産業観光部産業経済課 
〒130-8640 
東京都墨田区吾妻橋一丁目 23番 20号 
Tel  (03) 5608-6188      Fax  (03) 5608-1625 

 
 
 

 

表紙・右上の製品写真は、区内のばね加工業者が工業デザイナーと共同で開発したカードホルダー。

その機能性とデザイン性が高く評価され、ニューヨーク近代美術館（MoMA）のミュージアムショップ
で扱われている。BtoBの加工技術をベースにデザイン製品を開発し BtoCに展開した代表的な事例。 


